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題 目: 小学校における食塩摂取量の評価 と食教育の実践

本研究は,小 児期からの高血圧予防の推進に役立てることを 目的 として,地 域の全小学校に

おいて児童 と教諭 の尿検査による食塩摂取量およびNa/K比 を評価 し,食 習慣 との関連を解析

してそれ らの結果に基づいた食教育の方法を開発 し実践 したものである。これ らを学校給食 の

改善に発展 させ,小 学校における食教育に新たな展開を導いた。

第1章 序論

本章 では,成 人 にお ける食塩摂取 と高血圧 との関連,小 児期 か ら成人へ の血圧 の推移,お よ

び小児 の食塩摂取量 に関す るアジア,ヨ ー ロ ッパ諸 国で の状況 につ いて文献 レビュー を行 った。

2011年WorldHeakhOrganization(WHO)は,非 感 染性疾患予 防のためには減塩 が禁煙 に

次い で2番 目の重要課題 とした。MacGregorら は,減 塩 の降圧 効果 を調べ た無作為割 り付 け比

較試験 のメタ解析 にお いて,食 塩 摂取 の低 下 と比例 して血圧が低 下 した こ とを報告 してい る。

また,欧 米,ア ジア諸 国の男女 を中心に,小 児期か ら成人 にわた り血圧 の推移 を0.5～47年 間

追跡 したChenら のメ タ解析 では,小 児期の血圧 はその後 の血圧 と相 関 し,成 人 の循 環器 疾患

の進展 は小児 期に始 まるこ とを報告 してい る。国民健康 ・栄養調 査参加者 を対象 とした長期追

跡研 究NIPPONDATA80の 結果 は,食 塩摂取量 の減少 と,野 菜 ・果物 等のカ リウム(K)を 多 く

含 む食 晶の摂 取の増加 によ り,Na/K比 を低下 させ ることの重要性 を示唆 してい る。

食塩摂 取量は,24時 間蓄尿 による尿 中Na排 泄 量か ら推定す る方 法が最 も信 頼 性が高い。 し

か し,集 団を対象 に24時 間蓄尿 を依頼す ることは困難 である。成 人においては,早 朝第f尿

のみを用 いて24時 間尿 中Na排 泄量 を推定す る手法 の妥 当性 が認 め られ てお り,食 塩摂 取量 の

評価 に広 く使 われ てい る。小児 にお いて も,Yamauchiら が6-11歳 を対象 に,早 朝第1尿 と24

時 間尿 中Na排 泄量 には統計的 に有意 な相 関(r=0.635,ρ<0.01)を 認 めた と報告 してい

る。 そ こで本研究 は,早 朝第1尿 を用いて小 学生の食塩摂 取量,尿 中Na/K比 を調査 し,食 習

慣 との関連 を解析 して小児期 か らの高血圧 予防の推進 に役 立て るこ とを 目的 とした。

第2章 では,児 童 の推定食 塩摂取量 と尿 中Na/K比 と食 習慣調 査 を示 した。第3章 で は,小

学校教諭 の推定食塩摂 取量 と尿 中Na/K比 の調査結果 を示 した。第4章 で は,第2章 の調 査結

果 に基づいた食教育 を行 うために適塩教 育の方法 を開発 し,実 践 した結果 を示 した。第5章 で

は,児 童 の適塩へ の取組 を学校 全体 に展開す る 目的で,学 校給食 の食塩 お よび果物提供量 を調

査 した。第6章 で は,本 研究 の総括 を示 した。



第2章 小学生 の推 定食塩摂 取量 と尿 中Na/K比

京都府 内K町 立小学校全5校 の4-6年 生 の児童331人 か ら尿検査未提 出の1人 を除外 した330

人(99.7%)の うち,食 習慣ア ンケ…一一・一・トに回答 した318人(96.1%)を 解析対象 と し,2015年4

月 の学校健診 の早朝第1尿 を用 いてNa,K,ク レアチニン(Cr)濃 度 を測 定 し,Tanakaの 推 定

式 に よ り推定食塩摂取量 を算 出 した。 また,Na,Kの 測定値 よ り尿 中Na/K比 を算 出 した。食物

摂取頻度10項 目を含 む 自記式食習慣調査 は,保 護者 に依頼 した。 推定食塩摂取量 の中央値 は

5.7g/日 であった。 日本人 の食事摂 取基準2015年 版 に示 された食 塩相 当量 の性 ・年齢別 目標

量 を超 えた児童 の割合 は30.2%で あった。年齢 を調整 した重 回帰分析 の結果,推 定食塩摂取 量

は海藻類(p=0.02),練 製 品 ・塩 干魚(p=0.02)の 毎 日摂 取 と有意 な正 の相 関 を示 した。尿

中Na/K比 の 中央値 は4.5mEq比 で あった。 目標値 とされ る4.0を 超 えた児童 の割合 は59.2%

であった。尿 中Na/K比 は母 と朝食 を共食す る児童 で有意 に低か ったが(p=O.04),野 菜 の摂

取 との間に有意差 は認 めなかった。 重回帰分析の結果,尿 中Na/K比 は果物 の毎 日摂取 と有意

な負 の相 関を示 した(p=O.04)。 果物 の毎 日摂取者割合 は16%と 低 かった。以上 の結果 は,児

童 の尿 中Na/K比 は果物の毎 日摂取 に よ り低 下す る可能性 を示唆 している。

第3章 小学校 教諭 の推定食塩摂取 量 と尿 中Na/K比

第2章 の対象小学校 にお いて食 育を担 当す る栄養 教諭 を含む教諭 の推 定食塩摂 取量お よび尿

中Na/K比 を児童 と同時期 に調査 し,児 童 お よび地域住 民で実施 した同調査結果 との比較 を行

い解析 結果 を評価 した。対 象小学校 の全教諭80人 の うち,尿 検査 に参加 した70人(参 加 率

87.5%)か ら食 習慣 ア ンケー ト未提 出の2人 を除外 した68人(解 析 率85.0%:平 均年齢45.7±

12.1歳)を 解析対象 と した。 「日本 人の食 事摂 取基準(2015年 版)」 に示 された食塩 相 当量の

性 ・年齢別 目標量 を超 えていた教諭 の割合 は,男 性45.5%,女 性63.0%で あ り,児 童 よ り高値

で あった。男性 の食塩摂取 量は,50歳 未満 ・以上 の両群 共に対象者 と地域の健診 受診者 の間に

有意差 は認 めなか ったが,女 性 の食塩摂取量 は,50歳 未満 で対象者 は健診受診者 に比べて有意

に低値 であった(p=0.02)。 尿 中Na/K比 が4.0を 超 えていた対象者 の割合 は男性59.1%,女

性45.7%で あ り,児 童 よ り低値 であ った。 男性の尿 中Na/K比 は,50歳 未満 ・以上の両群共 に

対象者 と地域 の健診受診者 の間に有意 差は認 めなかったが,女 性 の尿 中Na/K比 は,50歳 以上

で対象者 は健診受診者 に比べ て有意 に低値 で あった(p=0.04)。 男性 の63.6%,女 性 の80.4%

が塩分 の摂 り過 ぎに気 をつ けてい ると回答 したが,男 女共 に減塩意識 の有無 による食 塩摂取量

に有意 差は認 めなかった。本調 査 は,適 塩教育 を学校全体 で進 めてい く上 で有意義で あった と

考 え る。

第4章 適塩教育の方法の開発

本章では,第2章 で実施 した食塩摂取量調査結果について保護者宛に返却 した個人および集

団の結果票,な らびに,小 児期に薄味に慣れることの重要性について学習す ることを目的 とし

て調査結果のアセスメン トに基づいて実施 した適塩食育で児童の食塩味覚閾値検査にっいて



述べた。個人の結果票 では,尿 検査結果 と共 に個人 の結果 を集 団の 中に位置 づ けて図示 した。

集 団の結果票では,推 定食塩 摂取量,尿 中Na/K比 が 目標量未満 と以上 の者 の割 合 を性別 に示

し,食 品の摂取頻度 と検査結果 との関連 を提示 した。食育授業 は,2015年11B～2016年2

月に各 小学校 で学年別 に14回 実施 した。食 育授業 当 日に欠席 した11人 を除 く320人(実 施率

96.7%)を 対象 とした。食 塩味覚閾値調査 は食 育授業 中に食塩 含浸濾紙(ソ ルセ イブ)を 用 い

て,食 塩濃度(%)0.4,0.6,0.8の3段 階で実施 した。塩味閾値0.8%以 上 の児童 の割合 は31

人(9.7%)で あった。授業後 に児 童が作成 した 「授 業の振 り返 り」 では,食 塩摂 取に対す る関

心 の高 ま りが多 く見 られた。本研 究で実施 した食教育は,適 塩教 育 を進 める上 で効果 的な方法

の1つ で ある と考 え られ る。

第5章 学校給食の食塩お よび果物提供 量調査

第2～4章 で得 た結果 を学校全体へ のポ ピュ レー ションアプ ローチに展 開す る 目的で,学 校

給食 の食塩 お よび果 物提供量 を調 査 した。給食献立表の年 間185食 の うち30食(5月,11月

の各15食)を 抽出 した。小学4年 生 の給食 におけ る食塩提供量 は,2.4±0.6g/食 であ り,現

行 の学校給食実施基準 に準 じて提供 されていた。 しか しなが ら,基 準値策定 に用 い られ た食事

摂取基準 に比べ て現行 の食事摂取基 準では食塩相 当量の 目標量 が低 下 してい るため,更 なる減

塩が望 ま しい と考 える。果物 の平均提供 回数(/人/年)は,生 果6回,缶 詰果 実19回 であ り,

小学4年 生の提供 重量(/人/年)は 生果438g,缶 詰果実405gで あった。 この他 に果物ゼ リ

ー
,ジ ュース,料 理 での提供 を含 めた果物 の総提供 重量(/人/年)は1,194gで あ り,年 間185

食 の給食 で小学4年 生に提供 され た果物類(/人/食)は6.5gと なった。 学校給食標準食 品構 成

表 では,果 物類(/人/食)を 小学4年 生32gと してお り,対 象小 学校 で提供 された果 物類 は

構成 表に示 され る量のお よそ1/5で あ り,果 物 提供 の量 と回数 の低値 が示 され た。本調査 の結

果,児 童への果物摂取 を推奨す る食教育 と共に,全 ての学校 において給食 での果物提供 量 を増

加 させ る取組 に発展 させ た。

第6章 総括

本章では,研 究全体を総括 した。京都府内のK町 全小学校5校 の4-6年 生 と教諭を対象に,

早朝第1尿 により推定食塩摂取量および尿中Na/K比 を調査 し,食 習慣 との関連を明らかにし

た。調査結果のアセスメン トに基づいた適塩教育の方法の開発 として,個 人および集団の結果

票を作成 して返却 し,授 業の中で食塩味覚閾値調査を実施 した。 さらに,果 物摂取がNa/K比

と関連 した結果に着 目して,学 校給食の食塩 と果物の提供量を調査 し,こ の調査結果を踏まえ

て,全 小学校の学校給食の果物提供量増加 の取組へ と発展 させた。本研究は,小 学校の栄養教

諭,養 護教論,教 諭,行 政栄養士,保 健師,学 生および医師などの多職種が連携することによ

り実現 したものであ り,小 児期か らの高血圧予防が将来の地域全体の健康増進 に寄与す るもの

と考えられる。


